
 

 

‐Conferenza Comunale di Kitahiroshima‐ 
MITO presents “il vero volto delle donne di fama mondiale” 

Conferenziere ; Mo. NICOLETTA CONTI 
Conferenza Organizata da Associazione Musicale Kitahiroshima 

 
‐北広島音楽協会による講演会‐ 

MITO presents“世界で活躍する女性の素顔” 

世界的女性指揮者 

ニコレッタ・コンティ氏を迎えて 
 

 

 

講演内容 

女性指揮者として、世界各地の舞台を踏みながら、 

数多くの著名な音楽家を知るニコレッタ・コンティ先生。 

先生がいま考える世界の芸術文化の状況と注目点。 

そしてこれから私たちが守らなくてはいけない音楽。 

それは何を意味しているのか。実際にイタリア語と 

英語を交えて講演。（イタリア語通訳 岡元敦司） 

 

 

 

日時； 2013年 3月 23日（土）18：3０開講(20：００終了予定) 

場所； 北広島市 北広島市芸術文化ホール（花ホール）研修室１、２ 
     JR北広島駅前（北海道北広島市中央６丁目２番地１） 
参加費； 北広島音楽協会会員無料、一般１０００円、学生無料 
主催； 北広島音楽協会 研修部 後援； 北海道日伊協会 北翔大学生涯学習システム学部 

お問い合わせ/ご予約； cell；080-5587-9475(岡元) / Fax；011-372-0433(岡元) 
－詳しくはwww.atsushiokamoto.com まで－ 

 

      ニコレッタ・コンティ（指揮者） 

      イタリア・ボローニャ生まれ、ピアノを習うことから始め、作曲と指揮法をミラノ・ヴェルディ国立音楽院、ボローニャ・マルティーニ国立 

音楽院にて学ぶ。ボローニャ大学の音楽学を専攻し大学院を修了。その後シエナにてフェラーラ氏、ザルツブルグにてレオポルド・ 

ハーガー氏、ボストンにてバーンスタイン氏、小澤 征爾氏、クルト・マスアー氏に師事。 多くのコンクールに入賞し、特にコペンハー 

ゲンにおいて開かれたニコライ・マルコ・オーケストラ・コンペティション、ストレーザ室内楽コンペティションなどの入賞をきっかけにイ 

タリアにおいて指揮者としてのキャリアをスタートさせた。ローマサンタチェチーリア国立音楽院において開かれたレナード・バーンスタ 

インの指揮者のための講座ではアシスタントとしてサンタ・チェチーリア・オーケストラを指導。イタリアの音楽家として初めて、優れた 

芸術家に対して送られるミネルバ賞を受賞し、2006年にはイタリア共和国騎士団勲章をチャンピ大統領自ら授与。主にコヴェント・ガー 

デン、フィレンツェ国立歌劇場、ボローニャ国立歌劇場、ロッシーニオペラフェスティヴァル、イトゥリア・ヴァレイ音楽祭にて活動をし、 

ルチアーノ・パヴァロッティ、レナート・ブルゾン、レオ・ヌッチ、ダニエラ・デッシーなどの演奏家とも演奏をしている。最近の活動としては 

トリノ・レージョ劇場にてドン・ジョバンニ、アスコリピチェーノ市立劇場とファーノ市立劇場にてナブッコ、蝶々夫人を指揮。 

 

 

主催；北広島音楽協会/企画; MITOプロムジカ/協賛；北翔大学学習コーチング学科/制作；岡元真理子/制作補佐；西村淳基/ 

 

http://www.atsushiokamoto.com/

